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学校法人大原学園  

大原簿記情報ビジネス専門学校大宮校 

大原法律公務員専門学校大宮校 

学校関係者評価委員会 
 



 

１．学校関係者評価委員会の実施状況 

（1）実施日時・場所 

   日時：2023 年８月 17 日(木) １５：００〜１６：００ 

場所：大原こども専門学校大宮校地下 A 教室 

 

（2）学校関係者評価委員 

 ① 学外委員 

氏 名 団体企業名 役職等 

中村 裕司 中村税務会計事務所 所長 

川上 妙子 ＪＲ東日本スポーツ株式会社 大宮店マネージャー 

笹倉 秀行 日本コンピュータシステム株式会社 グループリーダー 

外山 純一 

小林 広実 

イオンリテール株式会社 北関東カンパニー 人事総務部部長 

代理出席 

工藤 彩由美 近隣住民 － 

中田 真央 卒業生 － 

宇田川 真衣子 卒業生 － 

坂本 尚己 卒業生 － 

 

 ② 学内委員(事務局) 

氏 名 団体企業名 役職等 

杉﨑 和明 学校法人大原学園 校長 

細田 茂 学校法人大原学園 副校長 

初見 憲之 学校法人大原学園 副校長 

斎藤 隆史 教務部税理士ビジネス課 課長 

近藤 浩 教務部情報・スポーツ・留学生課 課長 

石倉 義之 教務部公務員課 課長 

 

 ③ 配布資料 

  ・2022 年度 自己点検・評価報告書 

  ・学校関係者評価委員会 会議資料 

   

（3）議題内容 

2021 年度の自己点検・評価報告書を基準に、特に提言頂きたい重点項目を「基準 4：学修成

果」「基準 5：学生支援」「基準 6：教育環境」とし、学校関係者評価委員へ伝達した上で開催され

た。 

 



２．学校関係者評価委員会からの評価結果報告 

（1）基準 1 教育理念・目標・育成人材像 

  ① 自己評価の状況 

 

 

 

 

 

 

 

② 委員からの提言 

  

 

（2）基準２ 学校運営 

① 自己評価の状況 

      

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

② 委員からの提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目 小項目 自己評価 

理念・目的・ 

育成人材像 

1-1-1 理念･目的･育成人材像は定められているか 定めている 

1-1-2 育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに

適合しているか 
80％ 

1-1-3 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか 80％ 

1-1-4 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか 70％ 

□ 委員からの意見なし。 

中項目 小項目 自己評価 

運営方針         2-2-1 理念に沿った経営方針を定めているか 定めている 

事業計画 2-3-1 理念等を達成するための事業計画を定めているか 定めている 

運営組織 
2-4-1 設置法人は組織運営を適切に行っているか 90％ 

2-4-2 学校運営のための組織を整備しているか 90％ 

人事･給与制度 2-5-1 人事・給与に関する制度を整備しているか 80％ 

意思決定システム 2-6-1 意思決定システムを整備しているか 90％ 

情報システム 2-7-1 情報システム化に取り組み、業務効率化を図っているか 70％ 

□ 委員からの意見なし。 



（3）基準３ 教育活動 

① 自己評価の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 委員からの提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目 小項目 自己評価 

目標の設定        

3-8-1  理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定め

ているか 
定めている 

3-8-2  学科毎の修業年限に応じた教育達成レベルを明確にし

ているか 

明確に 

している 

教育方法・評価等 

3-9-1   教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか 80％ 

3-9-2   教育課程について、外部の意見を反映しているか 70％ 

3-9-3   キャリア教育を実施しているか 70％ 

3-9-4  授業評価を実施しているか 70％ 

成績評価・ 

単位認定等 

3-10-1  成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用して

いるか 
80% 

3-10-2  作品及び技術等の発表における成果を把握しているか 70% 

資格・免許の取得の

指導体制 

3-11-1  目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置

づけているか 
80% 

3-11-2 資格・免許取得の指導体制はあるか 90% 

教員・教員組織 

3-12-1 資格・要件を備えた教員を確保しているか 60% 

3-12-2 教員の資質向上への取組みを行っているか 70% 

3-12-3 教員の組織体制を整備しているか 80% 

□ 委員からの意見なし。 



（4）基準４ 学修成果 

① 自己評価の状況 

 

 

 

 
 
 

② 委員からの提言 

 

 

（5）基準５ 学生支援  

① 自己評価の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 委員からの提言 

中項目 小項目 自己評価 

就職率 4-13-1 就職率の向上が図られているか 90% 

資格・免許の取得率 4-14-1 資格・免許取得率の向上が図られているか 80% 

卒業生の社会的評価 4-15-1 卒業生の社会的評価を把握しているか － 

□ 就職実績において申し分ない成果が出ているが、現在の学生優位な売り手市場の中で、学生

にどのような選択肢を提示し、サポートをしていくかが問われているのではないか。 

中項目 小項目 自己評価 

就職等進路 5-16-1 就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか 80% 

中途退学への対応 5-17-1 退学率の低減が図られているか 60% 

学生相談 
5-18-1 学生相談に関する体制を整備しているか 70% 

5-18-2 留学生に対する相談体制を整備しているか － 

学生生活 

5-19-1 学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか 70% 

5-19-2 学生の健康管理を行う体制を整備しているか 90% 

5-19-3 学生寮の設置など生活環境支援体制を整備しているか 50% 

5-19-4 課外活動に対する支援体制を整備しているか 30% 

保護者との連携 5-20-1 保護者との連携体制を構築しているか 70% 

卒業生・社会人 

5-21-1 卒業生への支援体制を整備しているか 70% 

5-21-2 産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実

施に取組んでいるか 
60% 

5-21-3 社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか 70% 

□ 採用側はコミュニケーション能力に長けた人材の確保を望んでいるため、夏祭りなどの地域

貢献や各種ボランティアに積極的に参加し、自身の見分を広めることは極めて重要ではない

か。 

□ 特にスポーツ系職種では専門職への応募が少ない状況となっているため、インターンシップ

を利用することは採用への近道であり、今後も積極的に運用してもらいたい。 

□ 公務員の分野でも、世間的によく知られている採用先とあまり認知されていない採用先があ



 

 

 

（6）基準６ 教育環境 

① 自己評価の状況 

 

 

 
 

 

 

 

 

② 委員からの提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）基準７ 学生の募集と受入れ 

① 自己評価の状況 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

るため、マイナーな採用先の仕事内容についても紹介する機会を設けて欲しい。 

□ 卒業生サイトを運用することで、希薄になりがちな卒業生同士の繋がりが促進されるため、

今後も整備開発を行い、サイトの発展をさせて欲しい。 

中項目 小項目 自己評価 

施設・設備等 
6-22-1 教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具

等を整備しているか 
80％ 

学外実習、 

インターンシップ等 

6-23-1 学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制

を整備しているか 
20％ 

防災・安全管理 

6-24-1 防災に対する組織体制を整備し適切に運用しているか           70% 

6-24-2 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用して

いるか 
80% 

□ 最新のパソコンを学生に支給する取り組みは、企業でも同じようなことを行っているため、

入社前の段階の準備として非常に有難いので、引き続き継続して欲しい。 

□ 各学校の特色に応じた校舎の改修が進んでおり、壁が磁石になっている点なども含めて広報

的な観点でも効果があると思われるため、引き続き必要があれば改修を進めて欲しい。 

□ 安否確認システムを導入している点は良いことだが、故意や過失によるご入力や未入力など

が発生することが多く、機能不全に陥りやすいため、定期的に訓練を実施し、いざという時

にシステムの効果が発揮できるようにすべきではないか。 

□ 危機管理マニュアル等を整備すると、マニュアル通りの動きしか取れなって本末転倒になる

ケースもあるため、マニュアル型ではなく、各自が主体的に判断し行動できる体制となるよ

うに事前準備を行う必要があるのではないか。 

中項目 小項目 自己評価 

学生募集活動 

7-25-1 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組

んでいるか 
80% 

7-25-2 学生募集活動を適切かつ効果的に行っているか 80% 

入学選考 

7-26-1 入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか 80% 

7-26-2 入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用し

ているか 
50% 

学納金 

7-27-1 経費内容に対応し、学納金を算定しているか 算定して 

いる 

7-27-2 入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を
行っているか 

行っている 



 

② 委員からの提言 

 

 

（8）基準８ 財務 

① 自己評価の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 委員からの提言 

 

 

（9）基準９ 法令等の遵守 

① 自己評価の状況 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

□ 委員からの意見なし。 

中項目 小項目 自己評価 

財務基盤 

8-28-1 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定してい

るか 

安定して 

いる 

8-28-2 学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に関する財

務分析を行っているか 
行っている 

予算・収支計画 

8-29-1 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を

策定しているか 

策定して 

いる 

8-29-2 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか 行っている 

監査 
8-30-1 私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施

しているか 

実施して 

いる 

財務情報の公開 
8-31-1 私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切

に運用しているか 
70％ 

□ 委員からの意見なし。 

中項目 小項目 自己評価 

関係法令、設置基準

等の遵守 

9-32-1 法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営

を行っているか 
90％ 

個人情報保護 
9-33-1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施して

いるか 
80％ 

学校評価 

9-34-1 自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか 行っている 

9-34-2 自己評価結果を公表しているか 
公表して 
いる 

9-34-3 学校関係者評価の実施体制を整備し評価をしているか 行っている 

9-34-4 学校関係者評価結果を公表しているか 
公表して 
いる 

教育情報の公開 9-35-1 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか 70％ 



 

② 委員からの提言 

 

 

（10）基準１０ 社会貢献・地域貢献 

① 自己評価の状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 委員からの提言 

 

（11）総評 

  教職員全員が一丸となって学校運営・教育活動に取り組んでいる。多くの卒業生が実社会で活躍し

ていることは、社会的貢献の意味で非常に大きな役割を果たしている。修業年限の中で、社会で即戦

力となる知識技能や社会性を向上させる教育を提供していると思われる。また、学生生活においては

様々な場面で学生とコミュニケーションを図り、学生の長所や特性を踏まえた上での指導が素晴らし

い教育成果を上げている原点となっていることが推察される。学習相談のみならず、日々の生活にお

ける悩みなども教員・保護者と共有解決し、教員と学生がより密接にかかわることにより学生生活の

満足度を高める事に期待をしている。今後は、コロナ禍の副産物として導入されたオンラインシステ

ムを効果的に活用しつつも、対面式教育を軸として、テーマを持って社会のニーズに対応した教育を

継続して行うことが重要と考えられるため、重点課題の改善に向けた取り組みを反映させて欲しい。 

学校関係者一同、今後も客観的な視点から様々な提言を投げかけることにより、大原簿記情報ビジネ

ス専門学校大宮校並びに大原法律公務員専門学校大宮校が、社会の信頼を益々得られるようにサポー

トして行きたい。 

 

 

以上 

□ 委員からの意見なし。 

中項目 小項目 自己評価 

社会貢献・地域貢献 

10-36-1 学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行

っているか 
80％ 

10-36-2 国際交流に取組んでいるか 50％ 

ボランティア活動 
10-37-1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支

援を行っているか 
80% 

□ 委員からの意見なし。 


